
DP1:論理的に考案し，多
面的な検討から新知
見を得ることができ
る実践力

DP2:独創的に解明できる
探究力

DP3:成果を発信，議論で
きるコミュニケー
ション力

DP4:個々の知識を統合し
て発揮できる専門力

DP5:問題点を整理し，課
題解決に結びつける
ことができる教養力

先端創薬研究
創薬有機化学

医薬開発臨床情報学
天然物化学

生体機能分析学
トランスポーター学
生体膜輸送科学
生体膜分子生物学
核酸創薬化学
薬物動態解析学
生体応答制御学
生体分子解析学Ａ
生体分子解析学Ｂ
安全性評価学
生体金属作用学
薬効解析学
炎症薬理学

薬物療法設計学
臨床病態診断学
環境微生物化学

毒性学
医薬品分子標的学

膜タンパク質構造生物学
臨床基礎統合薬学
疾患薬理制御科学
精密有機合成化学

臨床薬理学
健康情報科学
医学薬理学
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医歯薬学総合研究科博士後期課程薬科学専攻 カリキュラム・ツリー 作成日： 2025年3月18日
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創薬・育薬特別演習

（創薬有機化学）

（医薬開発臨床情報学）

（天然物化学）

（生体機能分析学）

（トランスポーター学）

（生体膜輸送科学）

（薬物動態解析学）

（生体応答制御学）

（生体分子解析学Ａ）

（生体分子解析学Ｂ）

（安全性評価学）

（生体金属作用学）

（核酸創薬化学）
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専門
知識
の
活用

・矢印（実線）：修得できる各DPに強い関連を示す ・矢印（点線）：修得できる各DPに関連を示す


